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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結
累計期間

第57期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成30年４月１日
至平成30年12月31日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 20,629,696 20,147,517 28,426,944

経常利益 （千円） 894,541 552,150 1,184,896

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 571,571 326,569 857,372

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 636,317 273,810 899,610

純資産額 （千円） 5,059,604 5,509,687 5,322,897

総資産額 （千円） 17,632,083 15,153,419 17,058,301

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 216.53 111.43 316.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.7 36.4 31.2

 

回次
第57期

第３四半期連結
会計期間

第58期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

自平成30年10月１日
至平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 53.16 12.13

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前

連結会計年度との比較・分析を行っております。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第３四半期連結累計期間の経済情勢は、世界的には、米中貿易摩擦の拡大とその影響、英国のＥＵ離脱交渉の

難航といった先行き不透明要因は残るものの、引き続き堅調な欧米を中心に経済成長が継続し、日本国内において

も、輸出、設備投資、個人消費が増加基調を持続し、緩やかながらも着実な成長が継続しました。

半導体・半導体製造装置市場は総じて成長を持続しましたが、スマートフォン販売の減速やデータセンター向け

投資の停滞等から、第２四半期以降、半導体市場の成長スピードに鈍化が見られ、半導体関連の設備投資を牽引し

てきたメモリ分野では、需給バランスの調整から、一部のメモリメーカーで設備投資計画を見直す動きも見られま

した。

ＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）製造装置市場では、韓国における投資計画に延期傾向が見られました

が、中国における大型液晶パネル向け設備投資、中小型有機ＥＬパネル向け設備投資は総じて好調に推移しまし

た。

このような事業環境の中、当社グループは、ＩｏＴやＡＩ（人工知能）技術を背景とした中長期的な半導体需要

の拡大に備え、工場の新設、クリーンルームの拡張等の設備投資を中心に生産体制の強化に積極的に取り組んでま

いりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、第２四半期以降、半導体製造装置メーカーからの受注が減

少したことから、売上高201億47百万円（前年同期比2.3％減）となりました。損益面では、人員の強化を含めた設

備投資を推進したことによる人件費、減価償却費等の増加から、営業利益５億58百万円（前年同期比38.3％減）、

経常利益５億52百万円（前年同期比38.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益３億26百万円（前年同期比

42.9％減）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（販売事業）

半導体・ＦＰＤ製造装置などの各種コンポーネンツ（部品）及び同装置等の販売事業におきましては、第２四半

期以降、半導体製造装置メーカーからの受注が減少したことから、売上高181億43百万円（前年同期比4.3％減）、

セグメント利益３億65百万円（前年同期比40.2％減）となりました。

（受託製造事業）

半導体・ＦＰＤ製造装置等の組立及び保守メンテナンス等の受託製造事業におきましては、第２四半期以降、

半導体製造装置メーカーからの受注に減少が見られたものの、売上高38億39百万円（前年同期比19.8％増）となり

ました。損益面では、体制強化に伴う人件費を中心とした費用の増加により、セグメント利益１億63百万円（前年

同期比42.7％減）となりました。

 

②財政状態

当社グループの当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ19億４百万円減少し、151億

53百万円となりました。この主な要因は、電子記録債権が１億１百万円、商品及び製品が２億65百万円、原材料及

び貯蔵品が１億66百万円、有形固定資産のその他が５億91百万円増加し、現金及び預金が22億50百万円、受取手形

及び売掛金が８億58百万円減少したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ20億91百万円減少し、96億43百万円となりました。この主な要因は、支払手形

及び買掛金が８億３百万円、電子記録債務が７億39百万円、未払法人税等が１億99百万円、流動負債のその他が３

億31百万円減少したことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ１億86百万円増加し、55億９百万円となりました。この主な要因は、利益剰

余金が２億24百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の31.2％から36.4％となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における、グループ全体の研究開発活動の金額は18百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,500,000

計 8,500,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 2,935,491 2,935,491

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 2,935,491 2,935,491 ― ―

（注）平成30年７月13日開催の取締役会決議により、譲渡制限付株式報酬として、平成30年７月31日付で新株式を6,491

株発行いたしました。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 2,935,491 － 1,087,330 － 1,019,480

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　2,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,932,100 29,321 －

単元未満株式 普通株式 　　1,391 － －

発行済株式総数 2,935,491 － －

総株主の議決権 － 29,321 －

 

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

内外テック株式会社
東京都世田谷区三軒茶屋

二丁目11番22号
2,000 － 2,000 0.07

計 － 2,000 － 2,000 0.07

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は名称変更により平成30年7月１日をもってEY新日本有限責任監査法人となってお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,651,577 3,401,103

受取手形及び売掛金 ※１ 6,026,867 ※１ 5,168,312

電子記録債権 ※１ 793,593 ※１ 895,296

商品及び製品 780,947 1,046,633

仕掛品 106,781 126,071

原材料及び貯蔵品 88,289 254,518

その他 53,260 65,906

流動資産合計 13,501,316 10,957,842

固定資産   

有形固定資産   

土地 946,943 ※２ 988,952

その他（純額） 1,367,431 1,959,028

有形固定資産合計 2,314,374 2,947,980

無形固定資産 146,220 134,890

投資その他の資産 1,096,389 1,112,705

固定資産合計 3,556,985 4,195,576

資産合計 17,058,301 15,153,419

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 3,431,581 ※１ 2,628,450

電子記録債務 4,278,790 ※１ 3,539,298

1年内返済予定の長期借入金 511,524 532,524

未払法人税等 250,478 50,630

賞与引当金 112,900 60,304

その他 829,461 498,198

流動負債合計 9,414,736 7,309,405

固定負債   

社債 182,000 125,000

長期借入金 1,297,004 1,340,821

退職給付に係る負債 628,567 655,096

長期未払金 66,850 67,165

資産除去債務 8,256 10,721

その他 137,988 135,522

固定負債合計 2,320,666 2,334,326

負債合計 11,735,403 9,643,731
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,079,619 1,087,330

資本剰余金 1,343,612 1,351,323

利益剰余金 2,734,571 2,958,697

自己株式 △564 △564

株主資本合計 5,157,239 5,396,787

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 156,586 103,968

為替換算調整勘定 9,072 8,931

その他の包括利益累計額合計 165,658 112,900

純資産合計 5,322,897 5,509,687

負債純資産合計 17,058,301 15,153,419
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 20,629,696 20,147,517

売上原価 18,237,352 17,926,885

売上総利益 2,392,343 2,220,631

販売費及び一般管理費 1,486,788 1,662,290

営業利益 905,555 558,341

営業外収益   

受取利息 2,516 2,398

受取配当金 6,970 8,580

受取賃貸料 2,363 360

仕入割引 10,867 12,509

助成金収入 － 9,138

その他 11,952 2,889

営業外収益合計 34,669 35,875

営業外費用   

支払利息 34,706 29,162

固定資産圧縮損 － 9,138

その他 10,977 3,766

営業外費用合計 45,683 42,066

経常利益 894,541 552,150

特別利益   

固定資産売却益 8,573 －

特別利益合計 8,573 －

特別損失   

投資有価証券評価損 19,171 －

特別損失合計 19,171 －

税金等調整前四半期純利益 883,943 552,150

法人税等 312,371 225,580

四半期純利益 571,571 326,569

親会社株主に帰属する四半期純利益 571,571 326,569
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 571,571 326,569

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 64,504 △52,617

為替換算調整勘定 240 △141

その他の包括利益合計 64,745 △52,758

四半期包括利益 636,317 273,810

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 636,317 273,810

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　 （税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 4,427千円 8,619千円

 

　※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の第３四半期連結会計期間末日満期手形が当第３

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形 67,421千円 29,885千円

電子記録債権

支払手形

電子記録債務

1,762

1,317

－

1,337

112

389

 

　※２　圧縮記帳額

　　　国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

土地 －千円 9,138千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 56,593千円 104,665千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月12日

　取締役会
普通株式 48,625 20  平成29年３月31日  平成29年６月９日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額については、株式併合後の金額を記載しております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、平成29年９月５日を払込期日とする、公募増資による新株式334,500株の発行及び自己株式102,700

株の処分を行いました。また、平成29年９月25日付でみずほ証券株式会社から第三者割当増資58,500株の払込

みを受けました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本金は689,691千円、資本剰余金が

1,021,534千円それぞれ増加し、自己株式が28,621千円減少しました。当第３四半期連結会計期間末において

資本金は1,079,619千円、資本剰余金は1,343,612千円、自己株式は564千円となりました。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

　　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月14日

　取締役会
普通株式 102,444 35  平成30年３月31日  平成30年６月11日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 販売事業 受託製造事業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 18,880,714 1,748,981 20,629,696 － 20,629,696

セグメント間の内部売上高

又は振替高
72,947 1,454,561 1,527,509 △1,527,509 －

計 18,953,662 3,203,543 22,157,205 △1,527,509 20,629,696

セグメント利益 611,354 285,119 896,474 9,081 905,555

（注）１．セグメント利益の調整額9,081千円は、各セグメントが負担する営業費用及び営業外収益の消去差異

等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 販売事業 受託製造事業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 18,071,725 2,075,791 20,147,517 － 20,147,517

セグメント間の内部売上高

又は振替高
71,571 1,763,240 1,834,811 △1,834,811 －

計 18,143,296 3,839,032 21,982,328 △1,834,811 20,147,517

セグメント利益 365,827 163,315 529,143 29,198 558,341

（注）１．セグメント利益の調整額29,198千円は、各セグメントが負担する営業費用及び営業外収益の消去差異

等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 216円53銭 111円43銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 571,571 326,569

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
571,571 326,569

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,639 2,930

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月14日

内外テック株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　勝也　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 下田　琢磨　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている内外テック株式

会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、内外テック株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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